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Ⅰ．主な事業内容   

１．利用者状況 

（１）相談  

（初回相談、医師相談、その他の相談） 

（２）指導  

（個別指導、グループ指導） 

２．乳幼児個別支援計画 

３．巡回相談 

４．研修 

（１） 発達支援に関する研修 

（発達支援基礎研修、発達支援理論研修、発達支援実践研修） 

（２） 職員研修（職場内研修、職場外研修） 

５．保護者の仲間づくり・学習機会 

６．発達支援施策に関する会議 

（市民協働こども発達支援推進協議会、発達支援サポートネットワーク会議） 

７．障がい児相談支援事業 

８．その他 

 

ひまわり発達相談センターの事業実績 

 

評価部会資料① 
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平成 29 年度事業実績と平成 30 年度事業実績見込み（12 月 31 日時点） 

成長又は発達に不安や課題がある児童及びその保護者に対し、相談及び指導を行い

ました。 

１． 利用者の状況 

平成 29 年度実績 

 就学前児童 
就学児等 

合計 
小学生 中学生 高校生 計 

実人数（平成 29 年度） ５９６人 ９７人 １９人 ８人 １２４人 ７２０人 

述べ人数（平成 29 年度） ４，７７０人 ４４８人 ７０人 ３２人 ５５０人 ５，３２０人 

    平成 30 年度実績（見込み） 

 就学前児童 
就学児等 

合計 
小学生 中学生 高校生 計 

実人数（平成 30 年度） ５７４人 １１８人 １６人 ７人 １４１人 ７１５人 

述べ人数（平成 30 年度） ４，９８４人 ５５８人 ５３人 ３１人 ６４２人 ５，６２６人 

 

（１）相談 

成長発達上において不安や心配のある子どもの状況について相談を行いました。 

 

① 初回面接（実人数）  

平成 29 年度       就学前児童 ２６１人  就学児等 １２４人 

平成 30 年度（見込み） 就学前児童 ２８０人  就学児等 １４４人 

 

② 医師による相談（延人数） 

平成 29 年度実績 

 
就学前 小学生 中学生 高校生 合計 

小児科 １３人 ０人 ０人  ０人  １３人 

児童精神科 ２人 ７人 ０人 ０人 ９人 

合 計 １５人 ７人 ０人 ０人 ２２人 

平成 30 年度実績（見込み） 

 
就学前 小学生 中学生 高校生 合計 

小児科 ９人 １人 ０人 ０人 １０人 

児童精神科 ６人 ９人 ４人 ０人 １９人 

合 計 １５人 １０人 ４人 ０人 ２９人 

 

 

 

 



3 

 

③ その他の相談 

平成 29 年度実績 

 就学前児童 就学児等 計 

施設・学校等訪問  ３人 ３８人 ４１人 

電      話 ７４人 １５３人 ２２７人 

保護者との面接 １２４人 ２２９人 ３５３人 

合     計 ２０１人 ４２０人 ６２１人 

平成 30 年度実績（見込み） 

 就学前児童 就学児等 計 

施設・学校等訪問 ４人 ４７人 ５１人 

電      話 １９３人 ２５０人 ４４３人 

保護者との面接 １４３人 １９５人 ３３８人 

合     計 ３４０人 ４９２人 ８３２人 

 

（２）指導 

就学前児童に対して、その成長発達上の課題に応じた指導を行いました。（延人数）  

平成 29 年度実績              

内  容 個別指導 グループ指導 合  計 

言  語 ７２６人 ０人 ７２６人 

発  達 ２，６１２人 ４３３人 ３，０４５人 

運  動 ４６０人 ４８人 ５０８人 

合   計 ３，７９８人 ４８１人 ４，２７９人 

  平成 30 年度実績（見込み）  

内  容 個別指導 グループ指導 合  計 

言  語 ７４６人 ０人 ７４６人 

発  達 ２，６７１人 ４０７人 ３，０７８人 

運  動 ４３２人 ６０人 ４９２人 

合   計 ３，８４９人 ４６７人 ４，３１６人 

  

２．乳幼児個別支援計画の作成状況  

成長や発達に課題のある就学前の児童について対象児の状況に応じた継続的な支

援を行うため、個別支援計画の作成に取り組みました。５歳児については、関係機関と

連携を図り、小学校等への引継ぎを行いました。 

平成２９年度実績 

・新規作成人数 ９１人   ・継続作成人数 ７２人 

平成３０年度実績（平成 31 年 2 月 1 日時点）  

・新規作成人数 １０５人  ・継続作成人数 67 人 
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３．巡回相談 

幼稚園、保育所(園)、こども園等に出向き、成長発達に課題のある就学前の児童の

対応について、幼稚園等の職員及び保護者の相談に応じ、助言等を行いました。 

平成 29 年度実績                       

施設名 公立 

幼稚園 

公立 

保育所 
こ ども園 

私立 

幼稚園 

私立 

保育園 

こども 

センター 

 

その他 

 

計 

実施施設数 ５ ８ ４ ３ ６ １ ５ ３２ 

実施回数

（実回数） 

１７ ２０ １４ ９ ３５ ４ ５ １０４ 

相談人数

（延人数） 

１８ ２２ １５ １２ ３６ ９ ５ １１７ 

 

    平成 30 年度実績（見込み）  

施設名 公立 

幼稚園 

公立 

保育所 
こ ども園 

私立 

幼稚園 

私立 

保育園 

こども 

センター 

 

その他 

 

計 

実施施設数 ９ ８ ６ ５ １０ １ ５ ４４ 

実施回数

（実回数） 

１９ ２９ １５ １４ ３６ ４ １０ １２７ 

相談人数

（延人数） 

１９ ３２ １７ ４０ ２１ １０ １２ １５１ 

 

４．発達支援基礎研修・発達支援理論研修・発達支援実践研修・発達支援研修（講師派

遣型） 

（１）発達支援に関する研修 

 発達支援基礎研修 

保育士、幼稚園教諭、保健師等を対象に、発達支援に関する基礎的な知識の習得を

めざし、全４回を１コースとして実施しました。第２回は公開講座として、一般市民の受講

を可能としました。 

平成 29 年度実績 

第1回 第2回 第3回 第4回 延人数 

  ４６人 1,118人   ３０人   ２６人 １，２２０人 

   

平成 30 年度実績 

第1回 第2回 第3回 第4回 延人数 

  ４１人 ２６０人   ４２人  ４６人    ３８９人 
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発達支援理論研修・発達支援実践研修 

   市立幼稚園、保育所等の成長・発達に課題のある子どもの支援を行う職員等を対象 

に、発達支援の理論と具体的な手法の習得をめざし、テーマや受講者を指定し、全３回

を１コースとして実施していました。 

平成 29 年度実績（理論研修）                 

 

 

 

   また、発達支援理論研修を受講した職員が所属する施設に出向き、職場の多くの職

員が日々の関わりで実践できることをめざし発達支援実践研修の準備体制を整えてい

ました。 

発達支援研修（講師派遣型） 

   今年度は、「全員で受講する事で、研修内容を所属先で共有したい」、「日々の保育

教育活動運営に負担をかけずに受講したい」という声に応え、現場のリクエストに応じ

て専門職員が各施設に訪問して研修を行う体制をとりました。 

   ５施設で合計 9回実施しました（公立保育所１回・私立保育所 3回・私立幼稚園 1回・

その他 4 回） 

  

（２）職員研修 

   職場内研修 

（平成 30 年度実施内容） 

１ 

 

筑波大学付属桐が丘特別支援学校校長 

筑波大学大学 人間系 教授 宇野彰先生 

・ディスレクシアが疑われる就学前のお子さん

への対応、指導法について 

２ 
総合教育センター 

尾畑 茂男先生 

・各学級の特色、カリキュラム 

・就学までの流れなど 

３ 
東京理科大学 理工学部 

教養 市川 寛子先生 

・発達障害のある子供の表情のとらえ方 

・表情から気持ちをとらえることに苦手さのある

子供にどのように伝えていけばよいか 

４ 
うめだ・あけぼの学園 

作業療法士 酒井 康年先生 

・落ち着きのない児のアセスメントと対応方法

(感覚統合の視点から) 

５ 
臨床心理士 

有馬 桃子先生 

・発達障害、発達に課題を持つお子さんの兄弟

への支援について 

６ 
臨床心理士 

寶川 由美子先生 

・東日本大震災をはじめとするような自然災害

や子どもが巻き込まれるような事件、事故を経

験した子供への対応 

 

職場外研修 

発達協会主催等の研修を受講。内容を全職員で共有する。 

第1回 第2回 第3回 延人数 

  8人   7人  7 人   22人 
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５．保護者の仲間づくり・学習機会 

平成３０年度実績（平成 31 年 2 月 1 日時点）                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※参加延べ人数は５２人です。平成２９年度は４６人でした。 

※参加実人数は２７人です。平成２９年度は２９人でした。 

 

６．発達支援施策に関する会議 

市民協働の観点から発達支援施策の総合的な推進に向けて年３回会議を開催しまし 

た。 

７．障がい児相談支援事業 

 指定障害児相談支援事業所及び指定特定相談支援事業所の指定を受け、相談支援専

門員が、福祉サービス等利用者に対して、サービス等利用計画又は障害児支援利用

計画の作成及び評価を行いました。 

平成 31 年 2 月 1 日時点 

・契約者数    ４人 

・障害児支援利用計画作成件数（延件数 ） ４件 

・継続障害児支援利用援助（モニタリング）実施件数（延件数）  １１件          

 

８．その他 

（１）他部署との連携・協力・講師派遣 

   ・高齢者支援課    

転倒予防体操（てんとうむし体操）推進員養成講座等（理学療法士）３回 

 

   ・健康支援課     所内相談（理学療法士）１２回 

                遊びの練習（保育士）１２回 

                  ３歳児健康診査 ことばの相談（言語聴覚士）２４回 

 

   ・児童育成課     放課後児童支援員・補助職員研修（言語聴覚士）３回 

 

   ・教育委員会     安全衛生委員会（理学療法士）１回 

 実施月 参加者数 

第１回 ５月 ８人 

第２回 ６月 ７人 

第３回 ７月 １２人 

第４回 １０月 １６人 

第５回 １１月 ９人 

第６回 １月 中止（インフルエンザ） 

第７回 ２月 ２６日（火）実施予定 
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（２）他機関への訪問・講師派遣 

   ・あかね園 

利用者に対する運動指導（理学療法士、作業療法士）２回 

 

   ・県立習志野特別支援学校  

      自立活動研修会（作業療法士）２回 

    

   ・県立船橋夏見特別支援学校 

     自立活動内容の協議（作業療法士）１回 

   

   ・県立船橋特別支援学校 

     自立活動内容の協議（作業療法士）１回 

 


